
鉄平は、代々金属加工を営む町工場の三代目として生まれた。
幼少期から父の手伝いで旋盤や溶接に触れ、金属の冷たさと
職人の温かさを学んで育った。だが、高校卒業後、町は過疎
化と外国製品の波に押されて廃業寸前。鉄平は、地元の技術
を守るため、一念発起して

屋根工事マン　

～てっぺんを守り続ける男～
本名：屋敷（やしき） ひさし

出身地：山梨県南都留郡忍野村（おしのむら）
生まれた瞬間から高いところ好き。

赤ちゃんの頃、ベビーベッドの柵をよじ登ろうとして叱られた

という伝説が残る。小学生になると、なぜか友達の家の屋根の

形を全部覚ている少年に成長。

「佐藤んちは切妻、鈴木んちは寄棟」

誰にも頼まれていないのに実況解説を始め、若干引かれる。

転機は台風の日。

屋根がバタバタ鳴る音にワクワクして外に出ようとし、家族総

出で止められるが、屋根に上り、一夜をかけ破損部分の修繕を

一人で行う。この頃からもう素質は十分だった。高校卒業後、

屋根工事の世界へ。初日は高所恐怖症の先輩を励ましながら、

自分はスイスイ屋根を歩くという謎の逆転現象が発生。夏は

「屋根、フライパン説」を唱えながら作業し、冬は強風に対

し、徹底した安全対策を講じる。仕事は超一流。

雨漏りはピタッと止め、台風後の屋根は見ただけで原因を言い

当てこうして屋根工事マンは、現場の“てっぺん”を守り続けて

いる。
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